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─原因、症状について

は
じ
め
に

近
年
、
日
本
人
の
死
亡
原
因
と
し
て
心
疾
患

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
で
あ
り
、
特
に
心
筋
梗
塞

は
、
突
然
発
作
が
起
き
て
、
死
に
至
る
こ
と
も

少
な
く
な
い
危
険
な
病
気
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
の
症
状
を
知
り
、
わ
ず
か

な
兆
候
を
見
逃
さ
ず
早
期
に
受
診
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

ま
た
、
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
は
、
高
血
圧
や

高
脂
血
症
、
糖
尿
病
、
肥
満
な
ど
が
重
な
っ
て

起
き
や
す
い
と
考
え
ら
れ
、
喫
煙
や
飲
酒
、
運

動
不
足
な
ど
も
影
響
す
る
生
活
習
慣
病
の
ひ
と

つ
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
食
事
や
運
動
な
ど
の

日
常
生
活
を
改
善
す
る
こ
と
で
、
予
防
や
再
発

防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
狭
心
症
と
心
筋
梗
塞
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
、
症
状
、
治
療
と
生
活
習
慣
病
と
の
関
連

狭心症・心筋梗塞
予防のための基礎知識①

性
に
つ
い
て
解
説
し
、
日
常
生
活
で
で
き
る
予

防
策
を
紹
介
し
ま
す
。

狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
と
は

─
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
原
因
─

心
臓
は
、
全
身
に
休
ま
ず
血
液
を
送
る
ポ
ン

プ
の
役
割
を
し
て
い
ま
す
。
心
臓
か
ら
送
り
出

さ
れ
る
勢
い
の
あ
る
血
液
を
運
ぶ
血
管
が
動
脈
、

戻
っ
て
き
た
血
液
を
心
臓
に
送
り
込
む
血
管
が

静
脈
で
、
動
脈
の
方
が
血
管
壁
は
厚
く
弾
力
性

に
も
富
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
心
臓
自
身
が
活

動
す
る
の
に
必
要
な
酸
素
や
栄
養
を
供
給
す
る

た
め
に
、
心
臓
か
ら
送
り
出
さ
れ
る
血
液
の
一

部
は
、
心
臓
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
冠
動
脈
と
い

わ
れ
る
血
管
に
運
ば
れ
ま
す
。

■
狭
心
症
と
心
筋
梗
塞
の
違
い

狭
心
症
と
は
、
冠
動
脈
が
狭
く
な
る
こ
と
で

血
液
の
流
量
が
少
な
く
な
り
、
酸
欠
状
態
に
な
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っ
て
、
胸
の
痛
み
や
動
悸
が
お
き
る
病
気
で
す
。

一
方
、
心
筋
梗
塞
と
は
、
冠
動
脈
が
完
全
に
詰

ま
っ
て
、
血
液
が
流
れ
な
く
な
り
、
心
臓
の
機

能
が
停
止
し
て
し
ま
う
病
気
で
す
。
狭
心
症
と

心
筋
梗
塞
の
違
い
は
、
血
管
の
詰
ま
り
具
合
と

そ
の
自
覚
症
状
の
差
に
あ
り
ま
す
。

■
狭
心
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

狭
心
症
の
要
因
で
あ
る
“
冠
動
脈
が
狭
く
な

る
”
と
い
う
現
象
は
、
お
も
に
動
脈
硬
化
と
関

連
し
ま
す
。
動
脈
硬
化
は
動
脈
の
内
壁（
内
膜
）

に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
が
沈
着
し
、
血
管
の

弾
力
性
が
衰
え
て
脆
く
な
り
、
内
膜
が
傷
つ
く

と
粥
じ
ゅ
く
し
ゅ腫

（
血
管
内
に
で
き
る
こ
ぶ
の
よ
う
な
も

の
）
と
い
わ
れ
る
動
脈
硬
化
巣
に
な
る
こ
と
で

お
こ
り
ま
す
（
図
1
）。
粥
腫
が
盛
り
上
が
っ
て

く
る
と
血
管
を
狭
め
て
血
液
が
流
れ
に
く
く
な

る
た
め
、
胸
の
痛
み
な
ど
の
発
作
と
し
て
自
覚

症
状
が
現
れ
ま
す
。

狭
心
症
に
は
、
2
つ
の
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、
走
っ
た
り
階
段
を
上
っ
た
り
す
る

な
ど
運
動
し
た
時
に
お
こ
る
タ
イ
プ
（
労
作
時

狭
心
症
）
で
、
心
臓
の
動
き
が
速
ま
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
冠
動
脈
が
狭
く
な
っ
て
い

る
た
め
に
十
分
な
血
流
量
が
得
ら
れ
な
い
こ
と

か
ら
、
心
筋
が
酸
素
不
足
と
な
り
発
作
が
お
こ

り
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
運
動
と
は
関
連
が

な
く
、
冠
動
脈
が
痙
攣
を
お
こ
し
て
血
管
が
一

時
的
に
狭
く
な
る
場
合
（
安
静
時
狭
心
症
）
で
、

交
感
神
経
が
緊
張
し
血
管
が
収
縮
し
や
す
い
、

明
け
方
か
ら
午
前
中
に
お
こ
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
冠
動
脈
の
痙
攣
は
、
動
脈
硬
化
の
初
期
に

多
く
発
症
す
る
と
い
わ
れ
、
や
は
り
動
脈
硬
化

と
関
連
し
て
い
ま
す
。

■
心
筋
梗
塞
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

心
筋
梗
塞
は
、
冠
動
脈
の
内
壁
に
血
液
の
塊

（
血
栓
）
が
で
き
て
詰
ま
り
、
血
流
が
途
絶
え

る
こ
と
で
、
心
筋
に
必
要
な
酸
素
や
栄
養
素
が

滞
り
、組
織
が
壊
死
し
て
し
ま
う
状
態
で
す
（
図

3
）。
動
脈
硬
化
が
進
行
す
る
と
、粥
腫
が
徐
々

に
大
き
く
な
り
、
血
管
を
塞
い
で
し
ま
う
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
粥
腫
の
表
面
の
弱
い
被
膜
が

図1

図2 図3

血流

被膜粥腫

動脈硬化

狭心症

血栓

心筋梗塞

血栓

血栓により、血流が悪くなった状態 血栓で血管の内腔が完全に詰まった状態

粥腫を覆う被膜が破れると
血栓（血液の塊）ができる

「おでき」のような炎症性のこぶ（粥腫）
ができ、血管の内腔が狭くなった状態
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破
れ
、
粥
腫
の
中
身
と
血
液
が
直
接
触
れ
る
と
、

そ
こ
に
血
栓
が
で
き
て
血
管
を
塞
ぐ
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
前
述
の
労
作
時
狭
心
症
で
も
粥
腫
の

被
膜
が
弱
い
と
、
何
か
の
き
っ
か
け
で
被
膜
が

破
れ
（
図
2
）、
そ
こ
か
ら
血
栓
が
で
き
て
心

筋
梗
塞
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

心
筋
梗
塞
で
は
冠
動
脈
が
完
全
に
詰
ま
っ
た

状
態
が
20
分
以
上
続
く
と
、
心
筋
の
細
胞
が
壊

死
し
始
め
ま
す
。
壊
死
す
る
範
囲
が
広
く
、
心

臓
の
機
能
そ
の
も
の
が
低
下
す
る
と
、
生
命
の

維
持
が
危
険
な
状
態
に
陥
り
ま
す
。
心
筋
梗
塞

は
、
自
覚
症
状
も
な
く
健
康
な
人
が
予
期
せ
ぬ

発
作
に
見
舞
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
注
意

が
必
要
で
す
。

狭
心
症
と
心
筋
梗
塞
の
症
状

─
早
期
発
見
、
受
診
の
判
断
ポ
イ
ン
ト
─

狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
の
発
作
の
共
通
の
症
状

は
、「
締
め
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
胸
の
痛
み
」
で

す
。
し
か
し
、
心
筋
梗
塞
の
方
が
は
る
か
に
痛

み
は
強
く
、
そ
の
持
続
時
間
も
長
い
の
が
特
徴

で
す
。

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
は
、
放
置
す
れ
ば
生
命

に
か
か
わ
る
病
気
で
す
の
で
、
わ
ず
か
な
症
状

も
見
逃
さ
ず
、
で
き
る
だ
け
早
く
循
環
器
内
科

を
受
診
し
て
、
適
切
な
治
療
を
開
始
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

■
狭
心
症
の
症
状

胸
が
ぎ
ゅ
っ
と
締
め
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
痛

み
、
徐
々
に
痛
み
が
強
く
な
る
の
が
特
徴
で
す
。

胸
の
圧
迫
感
や
動
悸
、
息
苦
し
さ
を
感
じ
る
場

合
も
あ
り
、
ズ
キ
ズ
キ
す
る
よ
う
な
痛
み
で
は

な
く
、
重
苦
し
い
感
じ
、
と
表
現
さ
れ
る
方
も

い
ま
す
。
発
作
の
時
間
は
あ
ま
り
長
く
な
く
、

通
常
は
数
分
か
ら
10
分
程
度
で
治
ま
り
ま
す
。

労
作
時
狭
心
症
は
、
早
く
歩
く
、
階
段
を
上

る
、
重
い
も
の
を
持
ち
上
げ
る
、
な
ど
少
し
激

し
い
動
き
を
し
た
時
に
発
作
が
お
こ
り
、
通
常

5
分
以
内
の
短
時
間
に
留
ま
り
ま
す
。
一
方
、

安
静
時
狭
心
症
で
は
、
睡
眠
中
の
明
け
方
や
、

夜
の
就
寝
前
、
ま
た
飲
酒
後
な
ど
に
も
お
こ
り
、

発
作
の
持
続
時
間
は
10
分
程
度
と
、
や
や
長
め

に
な
り
ま
す
。

狭
心
症
の
場
合
は
、
胸
の
痛
み
だ
け
で
な
く
、

み
ぞ
お
ち
や
胸
と
肩
の
間
、
左
腕
や
手
、
奥
歯

や
あ
ご
、
喉
の
痛
み
と
し
て
感
じ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
胸
か
ら
喉
、
歯
ま
で
続
い
て
い
る
よ

う
な
、広
範
囲
に
痛
み
が
つ
な
が
っ
て
い
る
（
放

散
痛
）
感
覚
に
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
胸
の
痛
み
が
な
く
放
散
痛
だ
け
が
お
こ
る

発
作
も
あ
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

狭
心
症
は
、
一
時
的
に
血
液
が
流
れ
に
く
く

な
っ
て
お
こ
り
ま
す
の
で
、
血
流
が
戻
れ
ば
痛

み
も
治
ま
る
の
が
一
般
的
で
す
。

■
心
筋
梗
塞
の
症
状

胸
の
真
ん
中
や
左
胸
が
締
め
つ
け
ら
れ
る
よ

う
に
激
し
く
痛
み
、
冷
や
汗
を
伴
う
よ
う
な
症

状
が
心
筋
梗
塞
の
発
作
の
特
徴
で
す
。
焼
け
つ

く
よ
う
な
痛
み
を
感
じ
、
意
識
が
薄
れ
た
り
、

失
神
し
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

狭
心
症
よ
り
痛
み
の
持
続
時
間
が
長
く
、
30
分

以
上
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
安
静
に
し
て
い
て

も
痛
み
が
治
ま
ら
ず
、
15
分
以
上
続
く
場
合
は

心
筋
梗
塞
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

発
作
の
時
間
が
長
く
な
る
ほ
ど
、
心
筋
の
壊

死
が
広
が
る
た
め
心
機
能
停
止
の
危
険
が
増
し
、

太
い
冠
動
脈
で
梗
塞
が
お
き
る
と
突
然
死
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
こ
の
よ

う
な
発
作
が
お
き
た
ら
、
周
囲
に
助
け
を
求
め
、

す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ん
で
、
専
門
医
を
受
診
す

る
よ
う
に
し
ま
す
。

狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
と
生
活
習
慣
病
と

の
関
連

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
の
直
接
の
原
因
で
あ
る

動
脈
硬
化
は
、
一
般
的
に
年
齢
と
と
も
に
発
症

し
や
す
く
な
り
ま
す
が
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
、

高
脂
血
症
（
脂
質
異
常
症
）、
肥
満
な
ど
の
生

活
習
慣
病
が
あ
る
と
、
さ
ら
に
症
状
が
進
み
や

す
く
な
り
ま
す
。

■
高
血
圧

心
臓
か
ら
血
液
が
送
り
出
さ
れ
る
と
き
に
血

管
に
か
か
る
圧
力
の
こ
と
を
血
圧
と
い
い
、
血

液
の
流
量
と
血
管
抵
抗
（
血
液
の
流
れ
に
く
さ
）

が
影
響
し
ま
す
。
本
来
、
動
脈
は
強
い
力
の
血

流
に
耐
え
る
よ
う
、
血
管
壁
が
厚
く
弾
力
性
に

富
ん
で
い
ま
す
が
、
高
血
圧
の
状
態
が
長
く
続

く
と
、
血
管
の
内
壁
が
分
厚
く
な
り
弾
力
を
失

っ
て
、
傷
つ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
傷
に

血
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
の
脂
分
が
蓄
積
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し
て
、
粥
腫
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
動
脈

硬
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

血
圧
の
目
標
値
は
、
収
縮
期
血
圧
（
上
の
血

圧
）
が
1
3
0
㎜
Hg
以
下
、
拡
張
期
血
圧
（
下

の
血
圧
）
が
80
㎜
Hg
以
下
と
さ
れ
、
血
圧
の
1

日
の
平
均
値
が
目
標
値
よ
り
高
い
高
血
圧
の
場

合
、
心
筋
梗
塞
の
発
症
率
は
男
性
で
2
・
1
～

2
・
3
倍
、
女
性
で
1
・
3
～
2
・
8
倍
も
高

く
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
目
標
値
よ
り
血

圧
の
高
い
人
は
、
降
圧
薬
な
ど
に
よ
る
治
療
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
平
均
値
は
正
常
で
も
、
診

察
室
で
は
高
い
“
白
衣
高
血
圧
”
や
、
早
朝
の

血
圧
が
急
上
昇
（
血
圧
モ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ジ
）

す
る
“
早
朝
高
血
圧
”
な
ど
、「
仮
面
高
血
圧
」

と
い
わ
れ
る
タ
イ
プ
の
人
の
場
合
も
、
心
筋
梗

塞
の
発
症
率
は
高
ま
る
の
で
、注
意
を
要
し
ま
す
。

高
血
圧
は
、遺
伝
的
な
要
因
に
加
え
て
食
事
、

喫
煙
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
生
活
習
慣
や
生
活
環

境
因
子
が
関
連
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
最
も
影
響
す
る
の
が
、
食
事
中
の
塩
分

量
で
す
。
塩
分
の
少
な
い
食
事
を
習
慣
と
し
て

い
る
と
、
高
齢
に
な
っ
て
も
高
血
圧
に
な
り
に

く
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

日
本
人
は
欧
米
人
に
比
べ
て
塩
分
摂
取
量
が
高

い
た
め
、
健
康
で
あ
っ
て
も
日
頃
か
ら
減
塩
に

努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
糖
尿
病

食
事
で
摂
っ
た
糖
質
を
ブ
ド
ウ
糖
に
分
解
し

て
吸
収
し
、
全
身
に
送
ら
れ
る
こ
と
で
、
食
後

は
血
糖
値
が
上
が
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
正
常
値

に
戻
す
た
め
に
、
膵
臓
か
ら
イ
ン
ス
リ
ン
と
い

う
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
食

事
で
摂
る
糖
分
が
多
過
ぎ
る
と
、
イ
ン
ス
リ
ン

が
不
足
し
て
処
理
し
き
れ
な
く
な
り
、
こ
の
状

態
が
慢
性
的
に
続
く
と
、
血
糖
値
が
高
い
ま
ま

推
移
す
る
こ
と
に
な
り
、
糖
尿
病
の
発
症
に
至

り
ま
す
。

糖
尿
病
に
な
る
と
、
心
筋
梗
塞
の
リ
ス
ク
は

2
・
6
倍
に
な
る
と
い
う
研
究
が
あ
り
、
再
発

率
も
高
ま
り
ま
す
。

■
高
脂
血
症
（
脂
質
異
常
症
）

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
な
ど
の
脂
質

は
、
本
来
、
生
命
の
維
持
に
欠
か
せ
な
い
重
要

な
栄
養
素
で
す
。
し
か
し
脂
質
の
高
い
食
事
ば

か
り
を
摂
っ
た
り
、
慢
性
的
な
運
動
不
足
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
十
分
消
費
さ
れ
な
か
っ
た
り
す
る

と
、
血
液
中
の
脂
質
が
過
剰
と
な
り
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
値
や
中
性
脂
肪
値
が
高
い
高
脂
血
症（
脂

質
異
常
症
）
に
つ
な
が
り
ま
す
。

一
般
に
、
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
悪
玉
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
い
う
分
類
が
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
結
合
す
る

リ
ポ
タ
ン
パ
ク
と
い
う
水
に
な
じ
み
や
す
く
す
る

成
分
の
形
態
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
、
高
比
重
リ

ポ
タ
ン
パ
ク
の
H
D
L
は
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
、
低
比
重
リ
ポ
タ
ン
パ
ク
の
L
D
L
は
悪
玉

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

血
液
中
の
L
D
L
が
過
多
に
な
る
と
、
通
常

は
H
D
L
が
作
用
し
て
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
肝

臓
に
戻
す
、
と
い
う
働
き
を
し
ま
す
。
し
か
し
、

H
D
L
が
処
理
し
き
れ
な
い
ほ
ど
L
D
L
が
増

加
し
、
長
く
血
液
中
に
留
ま
る
と
、
血
管
内
壁

を
傷
つ
け
た
り
沈
着
し
た
り
し
て
、
そ
れ
が
元

で
動
脈
硬
化
を
発
症
し
ま
す
。

一
方
、
H
D
L
は
血
液
中
の
L
D
L
を
回
収

す
る
だ
け
で
な
く
、
血
管
内
壁
に
蓄
積
し
た
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
も
作
用
し
て
内
壁
の
掃
除
を

す
る
こ
と
で
、
動
脈
硬
化
の
予
防
に
寄
与
し
ま

す
。
こ
れ
が
、
H
D
L
が
「
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
す
。

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
と
の
関
連
で
み
る
と
、

L
D
L
値
が
高
く
、
H
D
L
値
が
低
い
と
発
症

率
が
高
ま
り
ま
す
。
ま
た
L
D
L
値
が
高
く
、

さ
ら
に
中
性
脂
肪
値
も
高
い
と
、
や
は
り
リ
ス

ク
は
高
く
な
り
ま
す
。
血
中
濃
度
の
目
安
は
、

L
D
L
は
1
0
0
㎎
／
dl
以
下
、
H
D
L
は
40

㎎
／
dl
以
上
、
中
性
脂
肪
は
1
5
0
㎎
／
dl
以
下

と
さ
れ
、
特
に
L
D
L
過
多
の
人
は
、
早
期
に

高
脂
血
症
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
肥
満

食
べ
過
ぎ
、
飲
み
過
ぎ
、
運
動
不
足
が
続
く

と
、
飲
食
に
よ
っ
て
摂
る
糖
分
や
脂
肪
が
、
生

活
や
運
動
で
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
以
上
と

な
り
、
余
っ
た
分
が
脂
肪
と
し
て
体
内
に
蓄
積

さ
れ
る
た
め
に
太
り
ま
す
。

肥
満
の
判
定
に
は
B
M
I（
ボ
デ
ィ
・
マ
ス
・

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
）
と
い
う
体
格
指
数
に
基
い
て

体
重
を
算
出
す
る
方
法
が
用
い
ら
れ
、
B
M
I

値
が
18
・
5
未
満
は
や
せ
、
25
・
0
以
上
は
肥

満
と
判
定
さ
れ
ま
す
。
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肥
満
に
は
大
き
く
分
け
て
、「
皮
下
脂
肪
型

肥
満
」
と
「
内
臓
脂
肪
型
肥
満
」
の
2
つ
の
タ

イ
プ
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
生
活
習
慣
病
の
因

子
と
し
て
は
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
注
意
が
必

要
で
す
。
内
臓
に
つ
い
た
脂
肪
の
影
響
で
、
臓

器
に
負
荷
が
か
か
っ
た
り
、
脂
肪
細
胞
が
肥
大

し
た
り
す
る
こ
と
で
、
脂
質
や
血
糖
の
代
謝
が

不
十
分
と
な
り
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
に
つ
な
が
り
ま
す
。

肥
満
は
多
く
の
生
活
習
慣
病
の
原
因
と
な
る

た
め
、
症
状
の
改
善
に
は
肥
満
の
解
消
が
不
可

欠
と
い
え
ま
す
。

■
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

平
成
20
年
よ
り
定
期
健
康
診
断
に
「
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
が
評
価
項
目
と
し
て

加
え
ら
れ
ま
し
た
。
腹
囲
が
男
性
85
㎝
以
上
、

女
性
90
㎝
以
上
の
場
合
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満

と
評
価
さ
れ
、
さ
ら
に
、
高
血
糖
、
高
血
圧
、

高
脂
血
症
（
脂
質
異
常
症
）
の
う
ち
い
ず
れ
か

2
つ
以
上
を
併
せ
も
っ
た
状
態
を
「
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
判
断
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
の
危
険
因
子
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
症
状

は
軽
く
見
え
て
も
、
複
数
の
因
子
が
重
な
り
あ

う
こ
と
で
、
動
脈
硬
化
の
発
生
、
進
行
が
著
し

く
早
ま
る
た
め
、
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
の
大
き

な
リ
ス
ク
と
な
り
ま
す
。

内
臓
脂
肪
型
肥
満
は
、
そ
れ
自
体
が
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
要
素
で
す
が
、
内
臓

脂
肪
の
増
加
に
よ
り
、
そ
の
他
の
因
子
に
対
し

て
も
、
悪
影
響
を
導
く
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
血
液
中
の
中
性
脂
肪
値
が
高
ま
る

一
方
、
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
H
D
L
の
生
成

が
少
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
脂
肪
細
胞
を
分

解
し
て
で
き
る
糖
が
増
加
し
、
イ
ン
ス
リ
ン
の

働
き
が
低
下
し
て
、
血
糖
値
を
高
め
、
動
脈
硬

化
の
促
進
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
他
、
内

臓
脂
肪
か
ら
、
血
管
を
収
縮
さ
せ
る
成
分
も
生

成
さ
れ
、
血
圧
上
昇
が
誘
因
さ
れ
ま
す
。

ま
と
め

図
4
に
示
す
よ
う
に
、
冬
季
に
は
、
脳
卒
中

と
心
筋
梗
塞
が
増
加
し
ま
す
。
特
に
寒
い
早
朝

に
は
交
感
神
経
の
働
き
が
増
強
し
て
お
り
、
冠

動
脈
が
攣れ
ん

縮
し
た
り
、
血
圧
モ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー

ジ
が
増
大
し
た
り
し
て
、
心
筋
梗
塞
の
発
症
の

引
き
が
ね
と
な
り
ま
す
。
そ
の
リ
ス
ク
を
抑
制

す
る
に
は
、
夜
か
ら
朝
に
か
け
て
の
部
屋
の
温

度
を
一
定
に
保
ち
、
朝
に
冷
た
い
水
で
顔
を
洗

う
、
冷
た
い
床
を
素
足
で
歩
い
て
ト
イ
レ
に
行

く
な
ど
、
局
所
の
急
激
な
温
度
変
化
は
避
け
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
え
ま
す
。　

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
後
に

は
、
心
筋
梗
塞
の
リ
ス
ク
が
増
加
す
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
マ
ス
ク
や

う
が
い
の
励
行
に
よ
り
、
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ

う
に
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

次
号
で
は
検
査
、
診
断
、
治
療
そ
し
て
予
防

に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

図4　心疾患・脳血管疾患による死亡数の季節変動
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